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を変えてしまうと考えている人が大勢いるというと

いうのも問題である。 外国籍住民も日本社会に

繁栄をもたらしているという認識に立って、 複数

の文化が相互に作用しあうインターカルチュラル

な社会を築くことが重要だとブイ ・ チ ・ トルン氏

は締めくくられた。

   マルチカルチュラリズムが再検討を迫られて

いる現代にあって、 ブシャール氏に代表され

るケベックやヨーロッパの学者が考えているよう

に、 インターカルチュラリズムはマルチカルチュ

ラリズムに代わるものなのか、 それともオーストラ

リアの状況を踏まえて、 オールトラリアのマルチ

カルチュラリズムにはすでにインターカルチュラリ

ズムが含まれていると思うというパネル討論のモ

デレータの関根政美氏 （慶應義塾大学教授） の

コメントに賛同するのか、 実はそれを判断するに

はこの議論はまだまだ緒についたばかりである。

そしてこの問題は、 今後日本社会という文脈も

含めて深く研究 ・ 議論される価値が十分あると

筆者は考える。

   第 2 部では神戸の NPO 「ダンスボックス」 の

大谷燠氏 （理事長） がダンスを通して異文化交

流 ・ 国際交流を勧めている事例と、 岐阜県の

可児市文化創造センターの田室寿見子氏 （プロ

ジェクトディレクター） が実施している ｢ 多文化共

生プロジェクト ｣ の事例が紹介された。

   このような実りある企画を立案し、 実現し、 運

営された飯笹佐代子会員はじめ青山学院大学

国際交流共同研究センタースタッフの方々には

大いに敬意を表したい。            （金城学院大学）

＊

バンクーバーから見つめた３．１１

岡田 健太郎

東北地方をおそった大震災から 2 年が過ぎた。

もう 2 年なのか、 それともまだ 2 年なのか。 時間

がたつのは早いものだと思ったり、あるいは逆に、

あの日のことがまざまざとまぶたによみがえり、 ま

るで昨日のことのように思い出したりもする。

   筆者は2009年9月から11年8月までの2年間、

バンクーバー総領事館で政務担当の専門調査

員として勤務していた。 そこでの日々で強く印象

に残っているのは、 まちがいなく東日本大震災で

あり、 さらにはそれに関連した総領事館での業務

である。 この小文では、 バンクーバーから見つめ

た 3.11 と総領事館での対応、さらにバンクーバー

を中心とするカナダ社会での反応について、 ささ

やかながらまとめておくこととしたい。

   地震が起きたとき、 バンクーバーは 3 月 10 日

の夜 10 時前だった。 眠れぬ夜を過ごした後、

翌日から総領事館では震災関連の対応に忙殺

される日々が続き、 しばらくは土日返上で対応

にあたったことを覚えている。 筆者は受付 ・ 電

話対応を行ったが、 真っ先に電話連絡があった

のは、 バーナビー市消防本部からだった。 す

でに震災対応のレスキュー部隊を組織しており、

日本への救助活動への出動準備ができている

ので、 状況に応じて連絡がほしいとのことだった

が、 その後も各地の消防本部からの連絡が相次

ぎ感動したことを覚えている。 ただ総領事館とし

ては判断ができないということで、 東京の外務省

に対して、 救助支援の申し出があったと連絡す

るにとどまらざるをえなかった。

   寄付金の申し出も地震当日から多数にの

ぼった。 11 日早朝、 これもいの一番に、 仕

事で面識があったデイビット ・ エマーソン元

外相から、 総領事館に対して直接寄付金を

送付したいとの電話があった。 どういうわけ

か、 エマーソン元外相と同じようにカナダ赤

十字を経由せず、 直接総領事館、 あるいは

日本国政府に対して寄付金を送付したいとの

申し出が多かった。 これらの話は、 赤十字に

寄付した場合、 一部が差し引かれて日本に

送られるという 「うわさ」 が存在したため、 直

接全額を日本の被災地に役立ててほしいと

のことだったようで、 その後オタワの大使館と

連携してカナダ赤十字に連絡を取り、 寄付

金全額が被災地に送られるか否かについて

調整することともなった。 なお、 総領事館で

の直接の寄付金受付は、 現金 ・ 小切手を

直接受け取る関係法令がないとの理由で当
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初断っていたのには心底驚いた。 北米各地

の大使館や総領事館では、 それぞれ独自

の判断で最初から受領していたところもあった。

またこのとき、外務省の許可を得ずにツイッター

での情報提供を独断で開始した総領事館もあ

り、「危機管理」や緊急事態における判断といっ

たものについて、 つくづく考える機会になった。

余談だが、 その後も 「総領事館では判断でき

ません」 という対応が続出し、 外務省の部外

者であることを自任していた筆者は、 なかなか

歯がゆい思いでそのような対応を見ていた。

   総領事館への問い合わせは、 寄付やボラン

ティア関連のほか、 やはり家族の安否確認に

関する連絡が多数にのぼった。 バンクーバー

地区から英語指導助手プログラム （JET） によ

り日本に派遣されているカナダ人のうち、 地震

や津波の被害にあった地域に派遣されている

人はそれほど多くなかったが、 それでも数人の

安否確認がなかなかできない状況が長く続い

た。 直通の携帯電話がつながらない状況で、

総領事館としてもいったいどこに連絡をして安

否確認をすればいいのかわからず途方に暮れ

た。 JET プログラムを主管する自治体国際化

協会 （CLAIR） ニューヨーク事務所が、 北米地

域からの JET 参加者の安否確認を引き受ける

ということになったものの、 実際にはほとんど機

能していなかった感が強い。

   他方、 総領事館の外に眼を向けると、 カナダ

の人々や日本人 ・ 日系人社会による募金活動

やボランティア活動が地震直後から始まっていた

のが印象的で、 非常に心強く思った。 先述のよ

うにカナダの人々からの寄付の申し出がひっきり

なしに届いていたし、 またバンクーバーにある大

学や英語学校に留学している日本人の若者た

ちの行動にも心打たれた。 もともと彼らは 「BC

州日本人学生ネットワーク （BCJSN）」 を組織し

ており、 地震当日からそのネットワークを母体に

JAPAN LOVE PROJECT と称して、バンクーバー

やビクトリアの街頭で活発な募金活動をスタート

し、 その活動は現地メディアにも取り上げられる

ほどだった。 筆者もまちかどで彼らに出会ったと

きは、 必ず募金するよう心掛けた。 彼らの活動

は現在でも続いており、 北米海岸に漂着した震

災がれきを清掃するボランティア活動などは、 日

本のメディアでもたびたび取り上げられている。

日本人や日系人のみならず、 カナダの人々が、

さまざまなレベルで草の根支援活動を展開して

いたのを目の当たりにして、 市民の層の厚さ、 と

でもいうものを実感した。 　

　　以上思いつくままに、 バンクーバーで経験

した 3.11 についてまとめてみた。 先日、 日

本政府がカナダ連邦政府と BC 州政府に対し

て、 津波がれきの処理費用として 100 万ドル

を寄付することが報じられたが、 このニュース

はカナダでもかなり大きく取り上げられるなど、

震災から 2 年たってもいまだ日本での地震と

津波のその後への関心は強い。 日本はもち

ろんだが、 カナダでも地震と津波について、

これからもさまざまなかたちで語り継がれてい

くことになるのだろうと思う。

（神奈川県立国際言語文化アカデミア）

＊　　＊　　＊

＜リレー連載＞なぜカナダ研究をしているのか

（第１回）「カナダ研究へのまなざし」

藤田 直晴

今回ニューズレター編集部より、「なぜカナ

ダ研究をしているのか」という新企画に寄稿

してほしい、という要請が突然ございました。

この種の問いかけは、自分自身の心の奥底で

意識し続けてきたように思いますが、具体的

な形にまとめることはありませんでした。そ

の理由は、簡単そうでありながら、実は奥の

深い課題で、とても纏めきれないのではない

かと思っていたからです。しかし、四半世紀

にわたり、カナダ研究の一端に関わってきた

者として、カナダとの“関係（縁）”を振り返

える意味は小さくないと考え、今回挑戦の意

味も込めてお引き受けした次第です。

　私の専門分野は地理学のなかの人文地理

学、さらにそのうちの都市地理学です。科研


